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　8月20日開催の第一常
任委員会における主な内
容を報告します。

【船場公園】指定管理者制度導入について
　船場公園は、市街地におけるイベント広場の確
保、留萌管内の交流拠点、新たな観光ゾーンの創
出のため、平成 9 年 5 月に都市計画決定および
事業認可を受けました。主要幹線道路の国道231
号に隣接し、留萌港や留萌駅にも近く「パークゴ
ルフ場」、「ドッグラン」および「多目的芝生広場」
を整備し、公園のメイン施設となる「管理棟」が
完成しました。船場公園は水と緑の潤いと人の流
れを中心市街地に誘導する「ふれあい交流地区」
の中心施設であり、 情報発信の場として整備が行

われ、管理棟の１階にイベントホール、体験学
習室、24時間開放トイレ、２階には展望休憩室、
屋上テラスを設け、 市民や観光客が憩い集うコミ
ュニティパークとして期待されています。平成
28年５月の船場公園オープンにあわせて指定管
理者制度を導入することになりました。
　公園施設の管理やトイレなどの維持管理、施設
利用の受付・案内、産
直朝市や市民参加型ハ
ーブ園の運営、情報の
発信などの役割が期待
されます。

第一常任委員会
からの報告

　８月６日開催の第二常
任委員会における主な内
容を報告します。

【市立病院】在宅医療支援室の閉鎖について
＜経過と現状＞平成19年10月に慢性期医療機関
への待機者を受け入れるため療養病棟を開設。そ
の後、東雲診療所において在宅療養支援診療を行
ってきました。しかし、医師の不在で設置要件の
維持が困難になり、本年11月末をもって在宅医
療支援室を閉鎖することになりました。
　現在は29人の対象者がおり、６月22日から、
本人や家族に説明を行い、訪問看護ステーション
や担当介護支援専門員などと調整や情報交換を図
りながら患者が継続してサービスを受けられるよ

う支援を行っています。市において、在宅診療の
需要や供給体制がどのような状況にあり、何が課
題となっているのか確認する必要があります。
　委員からは、今は対象者が不安にならないよう
に責任をもって対応策を講じていかなければなら
ず、今後、関係機関と協議し、あり方を提示すべ
きではないかなどの意見が出されました。
　７月６日に市立病院
訪問診療継続のお願い
について、関係する一
市民から嘆願書が届い
ており、第二常任委員
会に審査を付託されて
います。

第二常任委員会
からの報告

　広報常任委員会では、
「市民にわかりやすく・
開かれた議会」を目指し、

議会としての情報公開と責任説明を柱として、各
定例会後の議会広報誌の作成を中心とした「議会
広報作業班」と、議会の様子を毎月お知らせする
掲示板作成やホームページの更新を中心とした

「お知らせ掲示板・ＨＰ作業班」に分かれ活動を
実施しています。さらに、各々の作業の確認、お
よび意見の交換、あるいは全委員の共同での討議
の場として、1 カ月に 1 度の常任委員会を開催し
ています。
議会広報作業班
　市議会だより「議会です こんにちは」117 号

の作成後、議会活性化推進特別委員会で決定され
た「各種会議への議員の出席状況の公開」をどの
ような形で掲載するかが議論されています。
お知らせ掲示板・ＨＰ作業班
　毎月の掲示板作成のほかに、ＦＭもえるでの議
会放送について、もえるの協力によりアンケート
を行うことで現状を把握し、放送内容の検証を行
い、これからの方向性
を常任委員会で協議し
ています。
　また、ホームページ
では、一般質問を音声
で発信しています。

広報常任委員会
からの報告

▲第二常任委員会

※各開催会場では、託児室を用意しています。託児をご希望の方は、各開催日の前日
までに議会事務局 ☎42-1907までご連絡ください。（土日、祝日除く）

開催日 時　間 会　場

 11月11日㈬

18：30
～20：00

東部コミュニティセンター

港西コミュニティセンター

 11月12日㈭
港東コミュニティセンター

幌糠コミュニティセンター

 11月13日㈮
港北コミュニティセンター

港南コミュニティセンター

▲お知らせ掲示板

▲船場公園管理棟

テーマ 参加申込は
不要です！

■船場公園の今後について
■公共施設等の利活用について
（廃校舎・公共施設・ぷるもなど）

もくじ

第　　　　号留萌市議会だより

議会
こんにちはこんにちはこんにちはこんにちはこんにちはこんにちはこんにちは

です
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Ｐ12

Ｐ13

Ｐ14～17

Ｐ18

Ｐ19

 ・「市民と議会の意見交換会」のご案内

 ・各常任委員会からの報告

 ・第３回定例会一般質問項目

 ・こんなことが決まりました

 ・決算審査特別委員会からの報告

 ・各組織議会からの報告ほか

　市議会議員 16 人が２班に分かれ、下記の日程で市民の皆さんと「市
民と議会の意見交換会」を開きます。
　当日は、意見交換会のほか、議会全体・各常任委員会からの報告もし
ますので、多くの市民の皆さんの参加を心よりお待ちしています。

「市民と議会の意見交換会」のご案内
あなたの声をお聴かせください

11月11日㈬ ・ 12日㈭ ・ 13日㈮　18：30～20：00
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新
・
財
政
健
全
化
計
画
達

成
に
つ
い
て

　

私
は
平
成
15
年
９
月
定
例
会
で

財
政
に
つ
い
て
一
度
全
て
の
見
直

し
を
提
案
し
た
。
そ
の
後
21
年
に

新
・
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
、

７
年
間
の
取
り
組
み
で
は
地
域
医

療
を
守
り
、
財
政
再
生
団
体
へ
の

転
落
回
避
策
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
き
計

画
を
推
進
し
た
。
計
画
の
最
終
年

度
の
今
年
も
残
り
半
年
、
計
画
達

成
の
取
り
組
み
評
価
と
終
了
後
の

財
政
運
営
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　
　

税
率
引
き
上
げ
、
人
件
費

の
見
直
し
で
26
億
５
千
万
円
の
効

果
、
財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金

に
も
積
立
て
、
残
高
が
合
計
で

21
億
円
以
上
あ
る
。
計
画
終
了
後

も
、
再
び
財
政
が
危
機
的
な
状
況

に
陥
る
こ
と
が
な
い
よ
う
５
年
程

度
の
中
期
財
政
計
画
を
28
年
度
の

予
算
編
成
方
針
を
示
す
ま
で
に
策

定
し
、
身
の
丈
に
合
っ
た
継
続
可

能
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

村
上
　
　
均
　
議
員

（
留
萌
公
明
党
）

　
　
　

新
し
い
人
の
流
れ
を
作
る

に
は
、
若
い
世
代
が
安
定
し
て
働

　
　
　

公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い

て

平
成
27
年  

第
3
回
定
例
会

鵜
城
　
雪
子
　
議
員

（
萌
政
会
）

問
一

答
一

　
　
　

地
方
創
生
に
お
け
る
交
流

人
口
拡
大
に
向
け
た
取
組

　

地
域
経
済
の
再
生
は
、
地
域
で

稼
ぐ
安
定
的
な
雇
用
を
創
り
、
都

会
で
は
実
現
し
え
な
い
新
し
い
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
や
家
族
像
を
創
造
し

提
供
す
る
こ
と
が
自
治
体
に
求
め

ら
れ
て
い
る
施
策
だ
と
思
う
。
交

流
人
口
拡
大
に
向
け
、
移
住
者
を

迎
え
る
た
め
の
支
援
環
境
づ
く
り

や
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。 燕

　
　
昌
克
　
議
員

（
萌
政
会
）

　
　
　

温
水
プ
ー
ル
「
ぷ
る
も
」

に
つ
い
て

　
「
ぷ
る
も
」
は
平
成
21
年
か
ら

休
館
し
て
い
る
が
、
昨
年
か
ら
小

学
生
の
水
泳
授
業
と
夏
休
み
期
間

中
の
一
般
開
放
の
一
部
再
開
を
２

年
間
に
わ
た
り
実
施
し
た
。
そ
こ

か
ら
見
え
る
課
題
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

　
　
　

一
般
開
放
時
の
利
用
者
が

前
年
よ
り
減
少
し
、
実
態
把
握
が

難
し
い
。
稼
働
施
設
や
開
館
日
数

が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
費
用
の
把

握
、
人
員
増
加
や
研
修
体
制
の
確

▲最終年度を迎えている新・留萌市
　財政健全化計画

立
が
必
要
に
な
る
関
係
団
体
と
の

協
議
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

の
意
見
を
も
ら
い
、
28
年
度
以
降

の
効
果
的
な
運
営
、
利
用
料
金
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

市
役
所
や
文
化
セ
ン
タ
ー
、
図

書
館
な
ど
の
公
共
施
設
の
前
に
バ

ス
停
が
な
く
、
市
民
に
と
っ
て
不

便
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

公
共
施
設
前
に
バ
ス
停
を
設
置
し

て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
多
く
聞
こ
え
て

く
る
。

　

バ
ス
停
や
ル
ー
ト
の
問
題
は

「
留
萌
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
」
に
お
い
て
協
議
を
し
、

バ
ス
会
社
に
要
望
す
る
こ
と
に
よ

り
、
バ
ス
停
が
新
設
さ
れ
る
こ
と

は
十
分
に
可
能
で
あ
る
と
捉
え
て

い
る
が
、
市
長
の
見
解
を
お
聞
き

し
た
い
。

　
　
　

留
萌
市
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
で
意
見
交
換
を
重

ね
、
地
域
に
あ
っ
た
地
域
公
共
交

通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
の
今
後

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
、
留
萌
・
増

毛
間
の
利
用
状
況
や
採
算
性
な
ど

に
関
し
て
市
に
定
期
的
に
報
告
が

な
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
な
の

で
、
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
な
け

れ
ば
、
廃
止
も
あ
り
得
る
と
の
認

識
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
度
の
鉄
道
事
業

廃
止
の
申
し
入
れ
に
対
し
て
市
長

は
「
や
む
を
得
な
い
」
と
判
断
し

て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
考
え
に

答
一

問
二

問
一

問
二

答
二

問
一

答
一

至
っ
た
経
緯
と
、
こ
れ
か
ら
の
留

萌
・
深
川
間
の
存
続
に
向
け
た
対

策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見
解
を

お
持
ち
な
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　
３
つ
の
施
設
に
つ
い
て
は

建
て
替
え
の
時
期
と
判
断
し
て
お

り
、
10
年
後
を
目
途
に
教
育
委
員

会
や
関
連
部
局
と
協
議
・
検
討
し
、

建
て
替
え
計
画
を
策
定
し
て
い

く
。
市
民
を
含
む
検
討
組
織
は
28

年
４
月
を
目
途
に
設
置
し
た
い
。

リ
テ
ィ
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　

市
の
市
民
情
報
を
広
範
囲

に
扱
う
各
端
末
に
ウ
イ
ル
ス
対
策

を
講
じ
て
い
る
ほ
か
、
10
月
か
ら

は
情
報
漏
え
い
対
策
の
た
め
に
基

幹
系
シ
ス
テ
ム
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
を
分
離
す
る
。

　

庁
内
に
お
い
て
も
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
細
心
の
注
意
を
払
い

た
い
。

　
　
　

留
萌
市
文
化
セ
ン
タ
ー
等

に
つ
い
て

　

市
民
の
文
化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
拠
点
と
い
え
る
中
央
公
民

館
や
文
化
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
は
建
設
か
ら
42
年
が
経

過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
の
建
て
替
え
は

検
討
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
建

て
替
え
の
際
は
市
民
の
意
見
を
聞

く
検
討
組
織
の
設
置
を
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

▲ふるさと納税で地域の魅力発信を

け
る
相
応
の
賃
金
や
、
や
り
が
い

の
あ
る
雇
用
を
創
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な

人
材
を
求
め
て
い
る
の
か
を
明
確

に
し
て
、
支
援
策
や
地
域
の
魅
力

の
発
信
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
関

す
る
内
容
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
も
検
討
し

た
い
。

　
　
　

監
査
に
つ
い
て

　

今
年
度
実
施
す
る
財
政
援
助
団

体
な
ど
に
対
す
る
監
査
は
ど
の
よ

う
な
項
目
を
重
点
的
に
監
査
す
る

の
か
。
ま
た
、
監
査
に
お
け
る
指

摘
事
項
に
つ
い
て
改
善
の
報
告
が

行
わ
れ
、
確
認
作
業
な
ど
を
行
っ

て
い
る
か
伺
い
た
い
。

　
　
　

今
年
度
は
監
査
計
画
に
基

づ
き
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

監
査
を
予
定
し
て
い
る
。
項
目
は

法
令
に
基
づ
き
適
正
に
管
理
さ
れ

て
い
る
か
、
収
支
会
計
経
理
等
を

監
査
し
て
い
る
。
一
部
支
出
が
補

助
対
象
事
業
費
と
し
て
計
上
さ
れ

て
い
た
な
ど
の
指
摘
事
項
に
つ
い

て
は
公
表
時
に
所
管
部
局
や
団
体

に
対
し
て
改
善
を
促
し
て
い
る
。

　
　
　

10
年
間
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
て

い
て
、
乗
客
が
少
な
く
厳
し
い
状

況
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

議
会
と
市
民
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
共
通
の
情
報
の
も
と
で
議
論

で
き
る
よ
う
に
情
報
収
集
に
努
め

る
。

▲ＪＲ北海道から一部廃止を提案さ
　れたＪＲ留萌線

答
二笠

原
　
昌
史
　
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て

　

平
成
27
年
10
月
に
全
戸
に
通
知

カ
ー
ド
を
配
布
、
28
年
１
月
か
ら

利
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
の
制
度

は
、行
政
手
続
き
な
ど
の
簡
素
化
・

効
率
化
が
期
待
さ
れ
る
反
面
、
個

人
情
報
の
流
出
な
ど
を
不
安
視
す

る
市
民
も
多
い
。
庁
内
の
セ
キ
ュ

問
一

答
一

▲10年後を目途に建て替えが計画
　される文化センター等の３施設

答
二

問
二

澤
井
　
篤
司
　
議
員

（
萌
政
会
）

　
　
　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
地
域
産

業
構
造
分
析
か
ら
み
る
地
方
創
生

　

前
回
の
質
問
で
、
将
来
の
人
口

は
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
の
２
０
４
０
年
の
推
計

１
万
４
千
人
よ
り
も
上
回
る
と
の

回
答
だ
っ
た
が
、
具
体
的
数
字
は

出
た
の
か
。

　

国
は
２
０
６
０
年
の
推
計
８
６

７
４
万
人
に
対
し
、
１
億
人
以
上

の
目
標
を
掲
げ
た
。
こ
の
割
合
を

留
萌
に
当
て
は
め
、
２
０
４
０
年

１
万
６
千
人
を
合
理
的
目
標
と
す

る
こ
と
と
、
市
の
基
盤
産
業
が
水

産
加
工
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
10

年
で
60
人
の
業
界
人
口
を
増
や
す

こ
と
が
地
域
人
口
を
増
や
す
近
道

で
あ
る
と
提
案
し
、
周
辺
２
町
と

の
水
産
養
殖
業
の
連
携
が
留
萌
経

済
圏
と
し
て
有
効
だ
と
思
う
が
見

解
を
伺
い
た
い
。

　
　
　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
出
生

率
の
設
定
と
特
色
あ
る
施
策
を
検

問
一

答
一

問
二

答
二

　
　
　

地
域
内
人
口
集
中
地
区

︵
Ｄ
Ｉ
Ｄ
︶
の
移
動
リ
ス
ク
に
つ

い
て

　

10
年
前
に
16
町
内
あ
っ
た
Ｄ
Ｉ

Ｄ
は
今
は
11
町
内
、
10
年
後
は
７

町
内
以
下
と
予
想
さ
れ
る
。

　

市
の
高
齢
者
の
ピ
ー
ク
は
５
年

後
で
、
国
の
推
計
よ
り
20
年
早
く

迎
え
る
た
め
、
国
の
対
策
を
待
つ

の
で
は
遅
い
。
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

更
新
計
画
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
︵
都
市
マ
ス
︶
の
改
訂
な

ど
が
急
務
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　
　

平
成
15
年
策
定
の
都
市
マ

ス
は
社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
や

新
施
設
の
追
加
時
に
見
直
し
た

い
。
財
源
は
自
主
財
源
と
既
存
基

金
を
活
用
し
た
い
。

答
二

問
二

戸
水
美
保
子
　
議
員

（
留
萌
公
明
党
）

問
一

　
　
　

思
い
や
り
の
あ
る
街
づ
く

り
に
つ
い
て

　

幅
広
い
年
代
の
人
が
利
用
す
る

中
央
公
民
館
や
文
化
セ
ン
タ
ー
の

ト
イ
レ
は
、
和
式
が
多
い
が
洋
式

に
変
え
る
つ
も
り
は
な
い
か
伺
い

た
い
。
和
式
ト
イ
レ
は
子
ど
も
や

膝
が
痛
い
人
に
は
使
い
に
く
い
。

　

昨
年
も
全
道
規
模
の
大
会
な
ど

が
行
わ
れ
た
時
に
は
、
洋
式
ト
イ

レ
に
長
蛇
の
列
が
で
き
、「
ト
イ

レ
だ
け
は
困
っ
た
」
と
い
う
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　
「
留
萌
お
も
い
や
り
・
お
も
て

な
し
物
語
」
に
は
洋
式
ト
イ
レ
の

整
備
が
切
実
な
課
題
だ
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　

中
央
公
民
館
な
ど
は
、
お

お
む
ね
10
年
後
を
目
処
に
建
て
替

え
計
画
を
策
定
す
る
。
修
繕
は
計

画
を
立
て
年
次
的
に
実
施
す
る
。

　
　
　

浜
中
運
動
公
園
の
陸
上
競

技
場
の
整
備
に
つ
い
て

　

陸
上
競
技
場
の
一
部
に
危
険
な

箇
所
や
修
繕
が
必
要
な
箇
所
が
あ

る
。
現
状
の
認
識
と
整
備
計
画
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　

冬
期
間
の
凍
結
な
ど
の
影

響
を
受
け
て
い
る
部
分
は
、
５
月

に
転
圧
な
ど
の
必
要
な
整
備
を

答
一

問
二

討
し
、
９
月
中
に
策
定
し
た
い
。

　

留
萌
経
済
圏
の
可
能
性
は
、
市

経
済
活
性
化
懇
談
会
の
中
で
今
後

も
研
究
を
進
め
た
い
。

答
二

▲人口減少の歯止めには、基盤産業
　の強化と広域連携が有効
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市
役
所
本
庁
舎
は
現
在
未

策
定
で
あ
る
が
、
長
期
計
画
と
は

別
に
平
成
32
年
度
ま
で
に
個
別
計

画
に
盛
り
込
み
、
必
要
な
調
査
研

究
を
進
め「
改
築
」や「
全
面
改
修
」

に
よ
る
延
命
化
、
統
廃
合
を
進
め

る
な
ど
検
討
が
必
要
と
な
る
。

　
　
　

留
萌
十
字
街
西
ビ
ル
の
施

設
管
理
運
営
に
つ
い
て

　

西
ビ
ル
１
階
の
交
流
プ
ラ
ザ
広

場
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の
利
活

用
の
展
望
や
温
水
プ
ー
ル
「
ぷ
る

も
」
の
再
開
の
あ
り
方
、
年
間
経

費
や
利
用
料
金
の
試
算
お
よ
び
効

果
的
な
運
営
方
法
や
管
理
体
制
の

確
立
の
必
要
性
を
お
伺
い
す
る
。

　
　
　

交
流
プ
ラ
ザ
は
、「
ぷ
る

も
」
の
休
止
以
降
は
ほ
と
ん
ど
利

用
さ
れ
ず
、
利
活
用
の
検
討
が
必

要
で
あ
る
。「
ぷ
る
も
」
の
通
年

運
営
に
は
、
業
者
の
見
積
も
り
で

７
千
万
円
の
持
ち
出
し
が
必
要
で

あ
る
と
試
算
し
て
い
る
。

　

現
在
休
止
中
の
施
設
や
設
備
の

補
修
な
ど
に
４
３
０
０
万
円
程
度

が
必
要
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
内

で
決
定
す
る
方
針
を
行
財
政
改
革

推
進
本
部
で
議
論
し
、
内
容
を
総

合
的
に
判
断
し
た
上
で
結
論
が
出

る
。
10
月
末
日
に
は
最
終
案
を
作

成
し
、
協
議
案
を
決
定
す
る
。

　
　
　

現
場
の
皆
さ
ん
、
事
業
者

の
皆
さ
ん
の
力
な
く
し
て
地
方
創

生
は
成
り
立
た
な
い
。

　

南
る
も
い
農
業
協
同
組
合
と
協

力
、
基
盤
整
備
と
農
作
業
受
託
組

織
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
林
業
部
門
は
地

方
創
生
の
重
要
な
部
分
と
考
え
て

い
る
。
漁
業
に
つ
い
て
は
、
所
得

向
上
を
念
頭
に
行
政
と
し
て
支
援

策
を
考
え
た
い
。

　
　
　

国
の
医
療
政
策
と
在
宅
医

療
に
つ
い
て

　

国
は
「
患
者
を
病
院
か
ら
在
宅

へ
」
と
管
内
の
病
床
を
３
割
弱
削

減
す
る
「
地
域
医
療
構
想
」
策
定

を
急
い
で
い
る
。
留
萌
地
域
の
在

宅
医
療
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
　
　

市
立
病
院
の
在
宅
医
療
は

11
月
で
終
了
。
市
が
行
う
在
宅
介

護
連
携
推
進
事
業
を
進
め
る
な
か

で
、
医
師
会
を
は
じ
め
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
在
宅
医
療
・
介

護
連
携
を
推
進
し
た
い
。

る
。
全
市
民
に
確
実
に
届
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
課
題
で

あ
る
。
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
周
知
し
て
き
た
が
、
今
後
も
積

極
的
に
広
報
活
動
を
実
施
す
る
。

　

ウ
イ
ル
ス
対
策
は
、
特
定
個
人

情
報
の
保
護
を
一
番
と
し
、
基
幹

パ
ソ
コ
ン
は
分
離
す
る
。
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
付
加
機
能
の
導
入

は
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
他
自
治
体
の

状
況
を
見
て
検
討
す
る
。

組
み
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

旧
沖
見
小
学
校
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　

旧
沖
見
小
学
校
校
舎
は
、

市
街
地
に
あ
り
バ
ス
路
線
に
面
し

て
い
る
こ
と
か
ら
利
活
用
に
つ
い

て
は
最
重
要
課
題
と
捉
え
て
い

る
。

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入

に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
個
人
番
号
通

知
の
準
備
や
啓
発
、
広
報
活
動
の

状
況
、
個
人
情
報
の
管
理
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る

の
か
。
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
接
続
の

有
無
、ウ
イ
ル
ス
対
策
、個
人
カ
ー

ド
の
交
付
機
能
の
付
加
な
ど
も
含

め
現
状
や
課
題
を
伺
い
た
い
。

　
　
　

10
月
か
ら
順
次
、
市
民
に

番
号
通
知
カ
ー
ド
が
送
付
さ
れ

野
呂
　
照
幸
　
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

問
一

答
一

▲個人番号カード（見本）

　
　
　

高
齢
者
等
の
生
活
の
足
の

確
保
に
つ
い
て

　

市
の
交
通
の
現
状
や
課
題
の
分

析
、
ま
た
、
高
齢
者
の
生
活
の
足

の
確
保
の
重
要
性
と
留
萌
市
地
域

公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
の
評
価

と
課
題
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　

市
内
の
公
共
交
通
空
白
地

域
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
地
域
懇

談
会
で
問
題
解
決
に
取
り
組
み
た

い
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
移
動
手

段
の
確
保
は
重
要
と
考
え
る
。
バ

問
二

答
二

坂
本
　
　
茂
　
議
員

（
無
会
派
）

　

真
に
地
方
を
創
生
す
る
に
は
、

そ
の
産
業
を
生
業
と
す
る
人
々
や

事
業
者
に
よ
る
内
発
的
力
が
要
と

な
る
。

　

農
業
で
は
、
経
営
者
の
高
齢
化

に
対
応
す
る
農
作
業
受
託
組
織
の

拡
充
。
林
業
・
林
産
業
で
は
、
韓

国
・
中
国
へ
の
間
伐
丸
太
輸
出
と

と
も
に
、
製
材
・
チ
ッ
プ
材
と
し

て
地
元
で
木
材
の
利
活
用
促
進
。

　

ま
た
、
漁
業
で
は
、
漁
業
者
の

所
得
増
を
図
る
計
画
を
盛
り
込
む

こ
と
な
ど
が
必
要
と
思
う
が
見
解

を
伺
い
た
い
。

▲韓国や中国に輸出されている間伐材

答
一

問
二

答
二川

口
　
宏
和
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

　
　
　

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
つ

い
て

　

全
国
的
に
廃
校
と
な
っ
た
学
校

を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
有
効

活
用
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

問
一

▲利活用が求められている旧沖見小
　学校校舎

　
　
　

地
方
創
生
の
推
進
に
つ
い

て
　

昨
年
度
よ
り
行
っ
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
可
能
性
研
究
事
業

と
、
一
般
社
団
法
人
留
萌
青
年
会

議
所
が
行
っ
て
い
る
音
楽
合
宿
事

業
が
２
年
目
を
終
え
て
、
今
後
の

市
が
行
う
合
宿
事
業
に
対
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　
　

留
萌
商
工
会
議
所
不
祥
事

に
つ
い
て

　

留
萌
商
工
会
議
所
は
地
域
オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
経
済
振

興
の
た
め
に
行
政
と
両
輪
と
な
る

べ
き
組
織
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

こ
10
年
の
事
業
内
容
に
変
化
が
無

い
な
ど
、
事
業
活
動
が
停
滞
し
て

お
り
、
昨
年
の
不
祥
事
発
覚
後
は

さ
ら
な
る
停
滞
を
生
じ
さ
せ
て
い

る
。
地
方
創
生
に
向
け
た
施
策
推

進
の
た
め
商
工
会
議
所
と
の
機
能

役
割
の
改
善
強
化
を
望
む
べ
く
市

長
の
見
解
を
お
伺
い
す
る
。

坂
本
　
守
正
　
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　
　
　

留
萌
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

市
役
所
本
庁
舎
は
築
後
53
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
が
進
み
耐
震
性

も
低
い
。
災
害
時
の
対
策
本
部
に

も
相
応
し
く
な
く
、
行
政
執
行
に

も
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
や
長
寿

命
化
対
策
は
馴
染
ま
な
い
施
設
で

あ
る
。「
建
て
替
え
」
を
早
急
に

検
討
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

答
一

▲老朽化が進み早急な建て替えの検討
　が求められる市役所本庁舎

問
一

答
一

▲経営の安定化を目指す市立病院

　
　
　

学
力
と
コ
ホ
ー
ト
研
究

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に

よ
る
学
力
向
上
策
と
し
て
、
９
年

間
を
見
通
し
た
小
中
学
校
連
携
策

を
ど
う
す
る
か
。
市
長
の
教
育
政

策
大
綱
に
か
け
る
想
い
を
伺
い
た

い
。
コ
ホ
ー
ト
研
究
は
「
健
康
増

進
は
幼
少
期
か
ら
」
を
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
に
政
策
を
考
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　
　
　

小
中
連
携
事
業
の
目
標
を

全
教
職
員
と
共
有
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
の
確
立
を
図
り
、
学
力

や
体
力
、
知
力
の
向
上
に
取
り
組

み
た
い
。
教
育
の
政
治
的
中
立
性

な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
総
合
教
育

会
議
な
ど
で
情
報
を
共
有
し
、
子

ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
持
て
る

環
境
を
創
り
あ
げ
た
い
。

　

テ
ー
マ
を
広
く
検
討
し
、
幼
少

期
か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
は
有
意

義
と
考
え
る
。

　
　
　

市
立
病
院
経
営
の
安
定
化

　

留
萌
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
最

終
年
。
平
成
26
年
度
の
単
年
度
赤

字
の
要
因
と
経
営
見
込
み
を
聞
き

た
い
。
自
宅
退
院
・
施
設
入
所
な

ど
に
向
け
た
計
画
と
支
援
を
行
う

病
床
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

　
　
　

入
院
患
者
の
減
少
が
あ
る

村
山
ゆ
か
り
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

問
一

行
っ
た
。
平
成
15
年
に
日
本
陸
上

競
技
連
盟
の
４
種
公
認
陸
上
競
技

場
に
な
り
、
５
年
ご
と
に
継
続
審

査
を
受
け
て
い
る
。

　

次
回
の
30
年
の
公
認
検
定
に
向

け
、
関
係
団
体
の
協
力
も
得
て
整

備
を
進
め
、
維
持
・
管
理
し
て
い

く
。

問
二

答
二

が
、
患
者
数
の
推
移
を
注
視
し
な

が
ら
院
内
に
埋
も
れ
て
い
る
経
営

課
題
解
決
を
図
り
、
利
用
者
の
満

足
度
を
高
め
、
経
営
向
上
に
つ
な

げ
た
い
。
次
期
経
営
計
画
の
中

で
、
留
萌
の
２
次
医
療
圏
域
で
市

立
病
院
が
担
う
べ
き
医
療
に
対
し

て
の
必
要
な
病
床
機
能
を
検
討
し

た
い
。

　
　
　

地
方
創
生
に
つ
い
て

　
　
　

留
萌
商
工
会
議
所
か
ら
は

４
月
に
提
案
を
い
た
だ
い
た
。

　

景
気
対
策
に
つ
い
て
行
政
の
発

注
な
ど
は
地
場
企
業
を
優
先
し
、

公
共
社
会
資
本
整
備
の
促
進
、
地

元
中
小
企
業
や
商
店
街
の
中
心
市

街
対
策
な
ど
を
い
た
だ
い
た
。

　

審
議
会
な
ど
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
経
済
振
興
に
と
も
に
進
み

た
い
。

︻
議
長
発
言
︼
土
田
議
員
の
質
問
の
中

で
一
般
質
問
に
な
じ
ま
な
い
部
分
が

多
々
あ
っ
た
。

　

一
般
質
問
は
当
該
地
方
公
共
団
体
の

一
般
事
務
で
あ
る
自
治
事
務
お
よ
び
法

定
委
託
事
務
で
あ
り
、
そ
の
事
務
の
執

行
状
況
、
将
来
の
方
針
さ
ら
に
行
政
に

対
す
る
批
判
等
が
対
象
と
な
る
。

　

不
祥
事
に
直
接
に
関
わ
る
も
の
は
一

般
質
問
に
な
じ
ま
な
い
の
で
、
会
議
規

則
第
59
条
に
よ
り
議
会
運
営
委
員
会
で

処
理
し
、
会
議
録
を
精
査
す
る
。

※
９
月
９
日
の
土
田
議
員
の

一
般
質
問
に
お
い
て
、
一
括

質
問
の
中
で
、
会
議
規
則
第

59
条
に
抵
触
す
る
発
言
が

あ
っ
た
た
め
、
議
会
運
営
委

員
会
の
意
見
も
伺
い
、
地
方

自
治
法
第
１
２
９
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
、
議
長
に
お

い
て
発
言
の
取
り
消
し
を
命

じ
、
議
長
職
権
に
よ
り
、
後

刻
、
会
議
録
調
整
の
上
、
当

該
発
言
を
削
除
す
る
。

▲危険箇所の修繕などが求められる
　浜中運動公園

ス
の
日
東
団
地
線
の
運
行
、
ノ
ー

マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
実
施
な
ど
で
検

討
す
べ
き
課
題
や
事
業
周
知
が
必

要
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
取
り
組
み
た
い
。

問
一

土
田
　
悦
也
　
議
員

（
萌
政
会
）

問
一

濯
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

今
後
は
音
楽
合
宿
や
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ
の

拡
大
も
検
討
す
る
組
織
を
立
ち
上

げ
、
課
題
と
な
る
宿
泊
施
設
の
整

備
な
ど
に
取
り
組
み
た
い
。

問
二

答
一

答
二

　
　
　

来
訪
し
た
チ
ー
ム
が
開
催

す
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
通
じ
、
指

導
を
受
け
た
選
手
の
競
技
力
や
管

内
の
指
導
者
の
指
導
力
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
っ
た
。
課
題
は
宿
泊
料
金

や
宿
泊
先
ま
で
の
交
通
手
段
や
洗

問
二

答
一

答
二
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「
開
か
れ
た
議
会
」と

は
。
そ
れ
は
市
民
が
知

り
た
い
「
市
議
会
は
何

を
や
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
」
だ
と
思
う
。　

　

そ
れ
に
答
え
て
い
く

こ
と
こ
そ
が
議
会
か
ら

の
発
信
で
あ
り
、
そ
の

一
翼
を
担
う
の
が
市
議

会
だ
よ
り
だ
。
決
し
て

市
民
が
行
政
・
市
議
会

に
無
関
心
で
は
な
く
市

民
に
提
供
さ
れ
る
市
政

に
関
す
る
情
報
・
判
断

材
料
が
少
な
す
ぎ
る
。

留
萌
の
た
め
に
な
る
施

策
な
の
か
、
そ
の
施
策

形
成
経
過
が
知
り
た
い
。

　

議
会
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
賛
否
に
至
っ
た
の

か
が
重
要
だ
と
思
う
。

　

情
報
氾
濫
の
時
代
に

あ
っ
て
市
政
、
市
議
会

か
ら
の
発
信
は
不
足
し

て
い
る
。

　

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス

の
本
誌
が
市
民
に
と
っ

て
有
効
な
情
報
源
と
な

る
べ
く
鋭
意
し
な
け
れ

ば
と
思
う
。︵
土
︶

編
集
後
記

留萌消防組合議会からの報告 留萌南部衛生組合議会からの報告

　留萌消防組合は、消防行政に係る多岐にわ
たる懸念事項を取り扱うために、留萌市と小
平町で組織され、留萌市から５名、小平町か
ら３名の議員が選出され、留萌消防組合議会
を形成しています。
　今年度については、改選期ということもあ
り、５月 22 日に第１回臨時会を開催し、正
副議長および監査委員の決定、消防緊急通信
指令台および水槽付消防ポンプ自動車の取得
について議決しました。
　また、９月 14 日には、10 月末の完成を
予定している新しい消防庁舎の工事の進捗状
況を確認するための視察を行いました。完成
後は、消防救急デジタル無線整備など常備消
防の要として、一層の消防活動の効率化が期
待されます。留萌市民の安全・安心を守る消
防の議会として、今後の定例会においては一
般質問も予定しています。
　留萌消防組合議会の留萌市の選出議員は次
のとおりです。
議長　野　呂　照　幸　議員
監査　坂　本　　茂　　議員
　　　澤　井　篤　司　議員
　　　米　倉　靖　夫　議員
　　　小　野　敏　雄　議員

　留萌南部衛生組合議会（留萌市・増毛町・小
平町）平成27年第４回協議会を７月28日開催
し、最終処分場（増毛町）、資源化施設（留萌市）、
有害鳥獣焼却施設および生ごみ施設（小平町）
を視察、協議しました。
　かねてより注視していた最終処分施設の埋立
方法、浸出水処理施設の現状と今後の課題につ
いて確認し、小平町にある生ごみ処理施設では、
異臭・悪臭について維持管理業者と組合からの
説明を聞き、おがくずなどが足りているのか、
また、スクリュー羽根破損後の処理と現状につ
いて把握しました。
　平成27年第２回定例会を８月31日に開催し、
平成26年度留萌南部衛生組合会計歳入歳出決
算の認定について、平成27年度補正予算につ
いて、北海道総合事務組合規約の変更について
などを審議し、提案のとおり可決しました。
　留萌南部衛生組合議会は留萌市から４人、増
毛町と小平町から各３人の議員がそれぞれ選出
されています。
　留萌市の選出議員は次のとおりです。
議長　村　山　ゆかり　議員
　　　笠　原　昌　史　議員
　　　鵜　城　雪　子　議員
　　　戸　水　美保子　議員

▲完成を間近にした新しい消防庁舎の工事の進捗状況を
　確認

▲最終処分場（増毛町）

※連載「議会あの日あのとき」は、誌面の都合によりお休みさせていただきました。

　【認　　定】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・平成26年度留萌市各会計歳入歳出決算の認定について　　　　　　　　ほか２件 ‥‥‥‥‥ 認　　定
　【報　　告】
・平成26年度留萌市の健全化判断比率の報告について　　　　　　　　　ほか１件 ‥‥‥‥‥‥ 　了  　
　【議　　案】
・留萌市個人情報保護条例の一部を改正する条例制定について
・留萌市手数料条例の一部を改正する条例制定について　　　　　　　　ほか９件‥‥‥‥‥‥ 原案可決
　【意見書案】
・地方創生に係る新型交付金等の財源確保を求める意見書
・ＩＣＴ利活用による地域活性化とふるさとテレワークの推進を求める意見書
・安全保障関連２法案の慎重審議を求める意見書　　　　　　　　　　　ほか３件‥‥‥‥‥‥ 原案可決

　第３回定例会が15日間の会期で開催され、認定３件、報告２件、議案１１件、意見書案６件など
を審議しました。

こんなことが決まりました
第３回定例会　９月１日～15日

決算審査特別委員会からの報告（一部抜粋）

総
務
費

村上
Ｑ 避難所の備蓄品の配備と交換は。
Ａ 学校などを含めてある程度の備蓄品を保管しているが、購入から時間が経過しているものは更新する計画である。

澤井
Ｑ 地域行政経営能力開発研修会は企業会計への改革を進めるためのものか。
Ａ 自治体の会計制度が変わることへの理解を深めるための研修会である。

民
生
費

村山
Ｑ 市内の６コミュニティセンターの修繕などの優先順位は。
Ａ それぞれ聞き取りなどを行った上で計画的に進めている。

坂本
（茂）

Ｑ 老人クラブと会員数の減少傾向の回避のための取り組みは。
Ａ 高齢化は進んでいるが会員数は減少傾向にある。老人クラブ連合会と連携を図り活性化に取り組みたい。

衛
生
費

野呂
Ｑ 遺族に墓地の管理を頼むことを負担に思う人が増えている。永代供養を兼ねた合同墓や供養塔の建設は。
Ａ 他都市の状況を見ながら研究を進めていきたい。

土田
Ｑ 浜中町の旧ごみ処理施設からの処理水の水質検査は。
Ａ 毎年の水質検査ではダイオキシンも含め、全て基準値をクリアしている。

農
林
水
産
業
費

村山
Ｑ 新規就農者支援事業における今後の課題や将来への展望は。
Ａ これまで他の自治体と一緒に市での就農の誘いをしても応募が厳しかったが、この制度の導入により
農業実習者が増えた。今後も支援を行いたい。

米倉
Ｑ 放流したナマコなどの生育状況を漁業者も海中で確認するための検討は。
Ａ 関係者と協議をしながら必要性に応じて研究をしたい。

商
工
費

鵜城
Ｑ ホームページの空き店舗情報が２件のみなのはなぜか。
Ａ 現在30数件の空き店舗を確認しているが、掲載の同意を求めても諸事情で掲載を拒否する所有者が
いた。今後は委託先の中小企業相談所と相談をしていく。

坂本
（茂）

Ｑ 観光物産PR推進事業は持続・発展のために事業者も参加することが大事では。
Ａ 事業自体は認知されているので、今後もさまざまな業界と一緒に市と物産のPRをしたい。

土
木
費

鵜城
Ｑ 三泊地区の風況・石炭粉じん調査の問題点と解決策は。
Ａ 沖合の石炭ふ頭からの飛散より国道を走行する車輌からの飛散が多いと思われる。費用対効果も含め
地域の声を交えて対策を検討していきたい。

坂本
（茂）

Ｑ 除排雪作業時に住宅の間口に残された雪の除雪作業は、高齢化が進む市において大きな課題ではないか。
Ａ 住民の皆さんが苦労をしない状態に近づけるよう業者との打ち合わせや現場確認をして対応していきたい。

教
育
費

村山
Ｑ 平成26年度に事故が起きたスポーツセンターの床を補修する考えは。
Ａ 今後の使用頻度を見据えながら、12月の定例会に提出するために協議していきたい。

戸水
Ｑ 市内３中学校への中体連参加補助金の配分方法は。
Ａ 事務局である港南中学校に一括して預けた後、各学校の生徒数に応じて案分され、配分されている。

９月10日、11日、14日の３日間、決算
審査特別委員会を開きました。

▲最終処分場で説明を受け
　る組合議員


